
医師会シンボルマーク

横浜市医師会  市民広報 ご自由にお持ちください。

◆こんな時どうする?

トイレが近いのですが
過活動膀胱ですか？

◆健康の仲間たち

吹矢で健康づくり
腹式呼吸の効用、体に活力

イラスト／都筑区東方町 せせらぎ江川沿いの桜

発生は近い！新型インフルエンザ
世界的に大流行の恐れも、正しい知識持ち今から備えを

最 新 医 療 情 報

ウソ？ホント  待合室

医 療 ク ロ ー ズ ア ッ プ

市民の健康守る「夜間急病センター」
～年中無休、市医師会が市内2カ所（北部・南西部）で運営～
医 療 を 支 え る 人 々

保健指導を通して地域の健康づくりをサポート
横浜市福祉サービス協会 横浜市舞岡柏尾地域ケアプラザ 保健師 保母 恵さん
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3・4・5月の放送予定
「みんなの健康」
tvkテレビメディカルチェック

毎週金曜日午後1時20分より
（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。）

休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ

午前0時以降の
内科・小児科の初期
救急診療に対応する
「基幹病院」

内科・小児科　診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時

（※）4月から診療時間が午前
10時から午後4時になります。

内科・小児科・歯科　診療時間：午前10時～午後4時
●青葉区休日急患診療所  （045）973－2707
●緑区休日急患診療所（※） 　　 （045）937－2300

●金沢区三師会立休日救急診療所  （045）782－8785
●戸塚休日急患診療所  （045）852－6221

内科・小児科　診療時間：午前10時～午後4時

●神奈川県医師会中毒情報相談室 ☎（045）262－4199
　【24時間対応】
●横浜市歯科保健医療センター 　☎（045）201－7737
　休日・夜間救急歯科診療  休日診療：午前10時～午後4時  夜間診療：
　午後7時～11時  なお、平成21年2月・3月は改装のため休診致します。

●横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911－0088
　都筑区休日急患診療所1階　内科・小児科：午後8時～午前0時
●横浜市南西部夜間急病センター  ☎（045）806－0921
　泉区休日急患診療所　内科・小児科：午後8時～午前0時

★横浜市夜間急病センター     （045）212－3535  内科・小児科：午後6時～午前0時   眼科・耳鼻咽喉科：午後8時～午前0時
★横浜市救急医療情報センター【24時間対応】     （045）201－1199

●横浜市旭休日急患診療所    （045）363－2020
●泉区休日急患診療所    （045）801－2280
●横浜市磯子区休日急患診療所    （045）753－6011
●神奈川区休日急患診療所    （045）317－5474
●横浜市港南区休日急患診療所    （045）842－8806
●港北区休日急患診療所    （045）433－2311
●栄区医師会休日急患診療所    （045）893－2999

●横浜市瀬谷区休日急患診療所    （045）302－5115
●都筑区休日急患診療所    （045）911－0088
●鶴見区休日急患診療所    （045）503－3851
●中区休日急患診療所    （045）622－6372
●西区休日急患診療所    （045）322－5715
●保土ヶ谷区休日急患診療所    （045）335－5975
●南区休日急患診療所    （045）731－2416

●昭和大学横浜市北部病院 都筑区茅ヶ崎中央35-1    （045）949－7000
●横浜労災病院 港北区小机町3211    （045）474－8111
●済生会横浜市東部病院 鶴見区下末吉3-6-1    （045）576－3000
●横浜市立市民病院 保土ヶ谷区岡沢町56    （045）331－1961
●国立病院機構横浜医療センター 戸塚区原宿3-60-2    （045）851－2621
●横浜市立みなと赤十字病院 中区新山下3-12-1    （045）628－6100
●済生会横浜市南部病院 港南区港南台3-2-10    （045）832－1111

訪問看護ステーション 看護師の募集
横浜市内19ヵ所にある各区医師会立のステーションで、
訪問看護に従事してくださる看護師（常勤・非常勤）を募集
しております。詳細は次の連絡先へお問い合わせ下さい。
【お問い合せ先】横浜市医師会事業三課 　045・201・7366

3月 ★20日 祝日のためお休み
 ★27日 変形性膝関節症（１）
4月 ★  3日 変形性膝関節症（2）
 ★10日 関節リウマチの診断
 ★17日 関節リウマチの治療
 ★24日 生活機能評価と介護予防について（１）
5月 ★  1日 生活機能評価と介護予防について（2）
 ★  8日 飛蚊症とは
 ★15日 飛蚊症で注意する病気
 ★22日 ヘルペス：単純ヘルペス
 ★29日 ヘルペス：帯状疱疹

横浜市南西部夜間急病センター
☎045-806-0921

横浜市北部夜間急病センター
☎045-911-0088

お近くの医療機関を電話でご紹介いたします。また、ご希望により診
療所や病院の情報と地図をFAXで送ります。

かかりつけ医検索ホかかりつけ医検索ホームームページページかかりつけ医検索ホームページ

地域医療連携センター ☎045-201-8712
運営時間：午前9時～12時／午後1時～5時 月曜～金曜（土・日・祝日を除く）

http://kakaritukei.yokohama.kanagawa.med.or.jp/

様々な条件（診療科目・地域・駅名 etc.）をクリックする
ことにより、お探しの医療機関を検索できます。

～かかりつけ医をお探しの方～



横浜市泌尿器科医会
中山Uクリニック 中山 孝一

トイレが近いのですが
過活動膀胱ですか？

国の借金の内訳

　財務省から国の借金の
内訳が公表されています
（財務省：国債関係諸資料：
http://www.mof.go.jp/
jouhou/kokusai/siryou/
index.htm）。平成20年度
末の国の借金合計は889
兆円で、内訳は内国債690
兆円、借入金58兆円、政
府短期証券142兆円です。
内国債690兆円のうち建
設国債236兆円、財政融
資資金特別会計国債133
兆円あわせて369兆円は公
共事業のための借金です。
国債の半分以上は公共事
業関連であり、新幹線や高
速道路など収益がある事業
もあり、必ずしも税金で返す
べき借金ではありません。
　これに対し、国の国内外
の流動資産は莫大です。そ
もそも日本の国土の23％は
国有地です。国の資産はと
てつもなく莫大です。医療や
介護など社会保障の費用
を削らなければならない理
由はありません。国民医療
費は33兆円ですが、このう
ち国が国庫から負担してい
るのは10兆円だけなのをご
存知でしょうか？（S. Ne.）

待

合

室

一
日
に
何
回
ぐ
ら
い

ト
イ
レ
に
行
き
ま
す
か

　

日
中
８
回
以
上
、夜
間
は
１

回
以
上
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
で

し
た
ら
頻
尿
と
考
え
ら
れ
ま

す
。一
回
の
排
尿
量
が
多
く
、頻

回
に
排
尿
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
多
尿
で
あ
り
、い
ろ
ん
な

病
気
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
場
合
は
水
分
摂
取
量
が

た
く
さ
ん
の
た
め
で
あ
り
心
配

い
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
一
日
の
排
尿
状
態
を

知
る
た
め
に
、排
尿
記
録（
起
床

時
よ
り
翌
朝
ま
で
一
日
に
わ
た

り
一
回
の
排
尿
量
と
排
尿
回
数

そ
し
て
水
分
の
摂
取
量
や
尿
失

禁
の
有
無
）を
つ
け
て
い
た
だ
き

ま
す
と
よ
り
一
層
排
尿
の
状
況

が
確
認
で
き
ま
す
。

他
に
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
「
排
尿
痛
や
血
尿
な
ど
の
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
。急
に
ト
イ
レ

に
行
き
た
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。特
に
寒
い
日
や
冷
た
い
水

で
手
を
洗
っ
た
り
す
る
と
き
に

起
こ
り
や
す
い
の
で
す
」

　

こ
の
よ
う
に
突
然
に
起
こ
る

強
い
尿
意
を
尿
意
切
迫
感
と
い

い
ま
す
。こ
の
尿
意
切
迫
感
に

加
え
、通
常
は
日
中
の
頻
尿
お

よ
び
夜
間
頻
尿
を
伴
い
、切
迫

性
尿
失
禁
を
伴
う
こ
と
も
あ
れ

ば
伴
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
状
態

が
過
活
動
膀
胱
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。

尿
が
漏
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か

　
「
ト
イ
レ
が
我
慢
し
き
れ
な

く
な
り
尿
が
漏
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。そ
の
た
め
に
尿
失
禁

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
早
め
に

ト
イ
レ
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　

女
性
で
は
こ
の
よ
う
な
切
迫

性
尿
失
禁
の
み
で
な
く
、椅
子

か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
り
、

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
腹
圧
が
強

く
か
か
っ
た
と
き
に
漏
れ
て
し
ま

う
状
態（
腹
圧
性
尿
失
禁
）を

合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
を

訴
え
る
方
は
多
い
の
で
す
か

　

テ
レ
ビ
コマ
ー
シ
ャ
ル
も
さ
れ
て

い
ま
す
よ
う
に
、女
性
だ
け
で
な

く
男
性
に
も
多
く
、疫
学
調
査

か
ら
40
歳
以
上
の
方
の
う
ち
約

８
１
０
万
人
と
大
変
多
く
の
方

に
認
め
る
症
状
と
い
え
ま
す
。

　

男
性
で
も
前
立
腺
肥
大
症
の

方
で
過
活
動
膀
胱
の
症
状
を
訴

え
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

過
活
動
膀
胱
の
症
状
が
あ

り
さ
ら
に
膀
胱
痛
が
あ
れ
ば
間

質
性
膀
胱
炎
と
い
う
病
気
も
あ

り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば

治
る
の
で
す
か

　

膀
胱
の
異
常
、前
立
腺
や
尿

道
の
異
常
、尿
路
性
器
感
染
症

な
ど
の
病
気
を
除
外
し
て
初
め

て
過
活
動
膀
胱
と
診
断
さ
れ
ま

す
。あ
く
ま
で
も
症
状
病
名
で

す
。ト
イ
レ
習
慣
の
変
更
や
膀

胱
訓
練
に
よ
り
膀
胱
容
量
を

増
加
さ
せ
る
訓
練
の
有
効
性
も

示
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
は
多

く
の
薬
剤
が
あ
り
、主
に
抗
コ

リ
ン
薬
で
治
療
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
薬
剤

は
緑
内
障
の
方
は
眼
圧
を
あ
げ

る
こ
と
も
あ
り
、ま
た
不
整
脈

の
あ
る
方
で
は
増
悪
さ
せ
た
り

し
ま
す
し
、ま
た
尿
が
出
に
く

く
な
っ
た
り
残
尿
が
多
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、薬
物

療
法
に
つ
い
て
は
専
門
医
を
受

診
し
て
下
さ
い
。



吹
矢
で
健
康
づ
く
り

腹
式
呼
吸
の
効
用
、体
に
活
力

健康の仲
健康の仲間た間たち

健康の仲間たち

シリーズスペシャル編

スペシャル編

スペシャル編

●
中健康吹矢愛好会 会長
元倉 征勇 さん

●
中健康吹矢愛好会 会計係
掛田 紀昭 さん

　

吹
矢
で
健
康
づ
く
り
を
|
。

中
区
本
牧
和
田
に
あ
る
本
牧

中
学
校
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
。月

２
回
、こ
こ
に「
中
健
康
吹
矢

愛
好
会
」の
面
々
が
集
い
、競
技

に
興
じ
ま
す
。「
吹
矢
は
腹
式

呼
吸
な
の
で
、健
康
に
と
て
も

い
い
」。会
員
の
平
均
年
齢
は
70

歳
を
超
え
ま
す
が
、皆
さ
ん
元

気
いっ
ぱ
い
で
す
。

会
員
15
人
の
平
均

70
歳
余
の
サ
ー
ク
ル

　

中
健
康
吹
矢
愛
好
会
が
誕

生
し
た
の
は
５
年
前
。本
牧
中

学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
が
自

主
事
業
で
催
し
た「
吹
矢
教

室
」の
終
了
後
、「
こ
の
ま
ま
解

散
す
る
の
は
惜
し
い
」と
参
加

者
が
中
心
に
な
り
、愛
好
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

会
員
は
現
在
、男
女
合
わ
せ

て
15
人
。平
均
年
齢
が
70
歳
余

で
す
が
ま
だ
ま
だ
若
い
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　

会
員
が
そ
ろ
う
例
会
は
第

１
、３
月
曜
日
の
月
２
回
。午
後

１
時
半
か
ら
み
っ
ち
り
１
時

間
、吹
矢
を
楽
し
み
ま
す
。

　

２
月
の
初
め
、ち
ょっ
と
例
会

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　

全
員
が
集
合
し
た
と
こ
ろ

で
、ま
ず
は
準
備
体
操
か
ら
。体

を
ほ
ぐ
し
た
後
、４
つ
の
班
に
分

か
れ
て
競
技
が
始
ま
り
ま
す
。

　

吹
矢
は
弓
道
に

似
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、作
法
と
礼
儀
を

重
ん
じ
ま
す
。射
手

は
一
礼
し
た
後
、吹

矢
の
筒
を
頭
上
に

高
く
掲
げ
、ゆ
っ
く

り
降
ろ
し
ま
す
。次

に
狙
い
を
定
め
、呼

吸
を
整
え
て
、「
フ

ー
ッ
」と
強
く
一
息
。

　

勢
い
よ
く
放
た
れ
た
矢
が
、

６
〜
10
メ
ー
ト
ル
先
の
標
的
の

真
ん
中
に
命
中
す
る
と
、「
当

た
っ
た
。す
ご
い
ッ
」と
会
員
た

ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

肺
活
量
も
増
え
る

　

動
作
が
静
か
な
吹
矢
は
、運

動
量
も
軽
微
に
見
え
ま
す
が
、

「
息
を
深
く
吸
い
、強
く
吐
き

出
す
。腹
式
呼
吸
の
連
続
な
の

で
、と
て
も
健
康
に
い
い
ん
で

す
」と
会
長
の
元
倉
征
勇
さ
ん

（
65
）。横
か
ら
会
計
係
の
掛
田

紀
昭
さ
ん（
69
）が「
み
ん
な
肺

活
量
も
増
え
て
る
ん
で
す
よ
」

と
笑
顔
で
付
け
加
え
ま
す
。

　

会
の
モ
ッ
ト
ー
は「
明
る
く
、

楽
し
く
、健
康
に
」
。
そ
の
た

め
、毎
回
の
例
会
は
得
点
の
競

い
合
い
は
二
の
次
で
、終
始
な
ご

や
か
ム
ー
ド
。
笑
い
声
が
は
じ

け
、話
の
花

が
咲
き
ま

す
。

　

競
技
が

終
わ
る
と
、

そ
の
場
に
テ

ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
出
し
、ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
始
ま
り
で
す
。
競
技

の
講
評
を
し
た
り
、世
間
話
で

盛
り
上
が
り
、ま
た
ま
た
爆
笑

の
連
続
。

　

こ
の
雰
囲
気
が
大
好
き
、と

言
う
最
高
齢
の
村
田
寛
子
さ

ん（
82
）は「
吹
矢
も
上
手
に
な

り
た
い
ん
だ
け
ど
、今
は
仲
間

と
楽
し
く
話
が
で
き
る
だ
け
で

十
分
」と
満
足
そ
う
で
す
。

　

吹
矢
愛
好
会
で
は
例
会
の

ほ
か
、年
末
に
は
一
泊
の
温
泉
旅

行
も
実
施
。会
員
同
士
の
交
流

を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。



鼻からの胃カメラは
つらくないの？

　「鼻からの胃カメラ（経鼻内視
鏡）検査を受けた10人のうち9人
が口からよりも楽だと感じた」とい
う報告があります。内視鏡の直径
が細く（約5㎜）やわらかいので、
のど、食道、胃にやさしい。挿入時
に、のどの後壁にぶつからず“お
えっ”とならない。検査中に会話も
できる。鼻の麻酔だけなので、す
ぐ帰れるなどが利点とされていま
す。欠点はあまり報じられていませ
んが、以下のことが言われていま
す。①鼻の麻酔に時間がかかる。
②鼻腔の狭い人にはできないこ
とがある。③検査後に鼻痛、鼻出
血がまれにある。④内視鏡が細

いために画面が暗く解像度が低
い。⑤送気送水に時間がかか
る。⑥鼻粘膜をこすらないように
ゆっくり操作しなければならない。
⑦内視にも時間がかかる。医師
は、十分な鼻の麻酔、ゆっくりした
操作、そして見落としがないよう
に消化管に接近して注意深く観
察しなければなりません。「経鼻

はつらくない」というイメージが先
行して急激に希望者が増えたた
め、医師側には戸惑いも見受け
られます。しかし、とくに一般検診
の場合は楽にこしたことはありま
せん。希望者が多いのは苦しくな
い検査を受けたいというニーズの
表れです。今後もこの流れが続く
でしょう。ただし経鼻内視鏡検査
はまだ発展途上です。機械とこれ
を扱う技術の改良がもっと進むと
思われます。検査を受ける場合に
は以上の事を考慮して医師とよく
御相談ください。
横浜市消化器内視鏡医会
清水医院 清水保雄

　

横
浜
市
戸
塚
区
の「
舞
岡

柏
尾
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
」。こ
こ

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
働
く
保

母
恵
さ
ん
は
、こ
の
道
20
年
近

い
ベ
テ
ラ
ン
の
保
健
師
で
す
。い

ま
担
当
し
て
い
る
主
な
仕
事

は
、介
護
予
防
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
。
介
護
保
険
で
要
支
援
１
、

２
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
な

ど
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
を
は
じ
め
、地
域
に
出
向

い
て
の
認
知
症
予
防
や
健
康
づ

く
り
教
室
の
開
催
、各
種
の
健

康
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、毎

日
忙
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

　

静
岡
出
身
の
保
母
さ
ん
は
、

高
校
を
卒
業
す
る
と
、４
年
制

の
医
療
系
大
学
に
進
学
。看
護

師
と
保
健
師
ふ
た
つ
の
国
家
資

格
を
取
り
、初
め
は
看
護
師
と

し
て
病
院
に
勤
務
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、広
く
健
康
づ
く
り

に
関
わ
る
仕
事
に
魅
力
を
感

じ
て
、保
健
師
に
転
身
。
結
婚

を
機
に
居
を
移
し
た
横
浜
で

は
、市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
の

保
健
師
と
し
て
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

な
ど
に
勤
務
し
、福
祉
の
最
前

線
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
が
病
人
の
看
護
に

よ
っ
て
病
気
を
治
す
手
助
け
を

す
る
の
に
対
し
、保
健
師
は
保

健
・
健
康
指
導
を
通
し
て
、地

域
の
人
々
が
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
の
が
主
な
仕
事
。最
近

は
医
療
か
ら
福
祉
の
分
野
に
至

る
ま
で
、保
健
師
が
担
当
す
る

業
務
は
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。保
健
師
に
な
る
た
め
の
道

は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、最
近

は
４
年
制
大
学
の
看
護
系
学

部
か
専
門
学
校
・
保
健
師
養
成

学
校
で
学
び
、国
家
試
験
を
受

験
す
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で

す
。も
ち
ろ
ん
、こ
の
試
験
に
パ

ス
し
な
け
れ
ば
保
健
師
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。

　

保
健
師
の
大
半
は
女
性
で

す
。そ
の
た
め
、女
性
の
仕
事
の

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

平
成
５
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、

男
性
に
も
資
格
取
得
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
保
健
師
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
男
性
が
増
え
、近
い
将

来
、女
性
保
健
師
と
一
緒
に
医

療
や
福
祉
の
現
場
で
活
躍
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

横浜市福祉サービス協会
横浜市舞岡柏尾地域ケアプラザ
保健師 保母 恵 さん

医療を支える人々 保
健
指
導
を
通
し
て

地
域
の
健
康
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト



横浜市医師会 南西部夜間急病センター担当理事
巌間沢 昌和 先生

横浜市医師会 北部夜間急病センター担当理事
水野 恭一 先生

〜
年
中
無
休
、市
医
師
会
が
市
内
2
カ
所（
北
部・南
西
部
）で
運
営
〜

市
民
の
健
康
守
る「
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、い
つ
オ

ー
プ
ン
し
た
の
で
す
か
。

水
野　

北
部
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

は
、港
北
、青
葉
、緑
、都
筑
な
ど
市

内
北
部
地
区
の
初
期
救
急
医
療
を

担
う
た
め
、平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。都
筑
区
休
日
急
患
診

療
所
内
に
併
設
さ
れ
、開
所
以
来
、

１
日
も
休
ま
ず
に
夜
間
診
療
を
続

け
て
い
ま
す
。

嶽
間
沢　

南
西
部
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、平
成

12
年
で
す
。北
部
の
セ
ン
タ
ー
ま
で

は
遠
過
ぎ
る
た
め
、「
南
西
部
に
も

夜
間
救
急
の
拠
点
を
」と
の
強
い

要
望
を
受
け
、開
設
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。市
営
地
下
鉄・立
場
駅
近

く
の
泉
区
休
日
急
患
診
療
所
を
拡

張
し
、そ
こ
で
診
療
し
て
い
ま
す
。

診
療
時
間
と
診
療
科
目
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

水
野　

診
療
時
間
は
、一般
の
医
療

機
関
が
閉
ま
っ
た
後
の
午
後
８
時

か
ら
深
夜
零
時
ま
で
。診
療
科
目

は
内
科
と
小
児
科
の
二
つ
で
、北
部
、

南
西
部
と
も
に
全
く
同
じ
で
す
。

嶽
間
沢　

ふ
だ
ん
は
内
科
と
小
児

科
の
専
門
医
が
１
人
ず
つ
詰
め
、診

療
に
当
た
り
ま
す
。

　

た
だ
５
月
の
大
型
連
休
や
年
末

年
始
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

な
ど
は
、患
者
が
急
増
す
る
た
め
、

医
師
を
１
人
増
員
し
て
３
人
体
制

と
な
り
ま
す
。

利
用
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

水
野　

北
部
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

は
月
に
千
人
以
上
の
利
用
が
あ

り
、開
設
以
来
の
延
べ
利
用
者
は
15

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。平
成
19

年
は
利
用
が
少
し
減
り
、１
日
平

均
で
33
人
で
し
た
。

　

区
別
で
は
地
元
都
筑
区
の
利
用

が
最
も
多
く
、青
葉
、港
北
、緑
を

加
え
た
４
区
の
患
者
が
全
体
の
９

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

嶽
間
沢　

南
西
部
の
場
合
は
、北

部
に
比
べ
る
と
や
や
利
用
が
少
な

く
、１
日
平
均
で
25
人
で
す（
平
成

19
年
）。や
は
り
地
元
泉
区
の
利
用

が
圧
倒
的
に
多
く
、次
い
で
戸
塚
、瀬

谷
区
の
順
で
す
。近
隣
の
藤
沢
や
大

和
市
か
ら
も
急
病
人
が
来
ま
す
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
受
診
す
る

の
は
、や
は
り
お
子
さ
ん
が
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

水
野　

北
部
の
場
合
は
、全
患
者

の
ほ
ぼ
半
数
が
０
〜
４
歳
児
で
す
。

次
い
で
多
い
の
が
５
〜
９
歳
児
で
、

こ
の
両
者
で
６
〜
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

嶽
間
沢　

そ
の
傾
向
は
南
西
部
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。ま
た
疾
患
別
で
最

も
多
い
の
が
、風
邪
や
喘
息
、気
管

支
炎
、扁
桃
炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾

患
。次
い
で
下
痢
、急
性
腹
症
な
ど

の
消
化
器
疾
患
と
な
って
い
ま
す
。

水
野　

症
状
が
重
い
場
合
は
、救

急
車
で
近
く
の
２
次
、３
次
医
療

機
関
に
搬
送
し
て
い
ま
す
。

診
療
に
当
た
る
医
師
は
、ど
の
よ

う
な
方
々
で
す
か
。

嶽
間
沢　

横
浜
市
医
師
会
に
所

属
す
る
先
生
方
で
、大
半
は
内
科・

小
児
科
の
開
業
医
で
す
。「
協
力

出
動
医
」と
い
う
形
で
、事
前
に
登

録
し
て
も
ら
い
、南
西
部
の
場
合
は

現
在
、91
人
の
協
力
出
動
医
が
い

ま
す
。

水
野　

北
部
の
協
力
出
動
医
は
、

全
部
で
１
６
０
人
で
す
。そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
先
生
方
が
毎
晩
、交
代
で

診
療
を
し
て
い
ま
す
。

開
業
医
の
皆
さ
ん
が
、夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
を
支
え
て
い
る
わ
け
で

す
か
。ご
苦
労
も
多
い
の
で
は
？

嶽
間
沢　

当
番
医
の
日
は
自
分
の

診
療
が
終
わ
っ
た
後
、す
ぐ
に
セ
ン

タ
ーへ
。夕
食
抜
き
で
、深
夜
ま
で
診

療
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
結
構
つ
ら
い
で
す
ね
。

水
野　

自
分
の
診
療
所
と
違
い
、セ

ン
タ
ー
で
は
初
対
面
の
患
者
ば
か

り
な
の
で
、と
て
も
気
を
遣
い
ま

す
。診
療
が
終
わ
る
と
、も
う
グ
ッ

タ
リ
。そ
の一
方
で
神
経
が
高
ぶ
り
、

帰
宅
し
て
も
す
ぐ
に
は
寝
つ
け
ま

せ
ん
。

　
一般
の
医
療
機
関
が
閉
ま
っ
た
後
の
夜
間
に
、急
に
具
合
が
悪
く
な

っ
た
ら
…
？ 
そ
ん
な
時
、頼
り
に
な
る
の
が
横
浜
市
医
師
会
が
市
内

北
部（
都
筑
区
）と
南
西
部（
泉
区
）の
二
カ
所
で
運
営
す
る
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

夜
間
の
１
次
医
療
機
関
と
し
て
年
中
無
休
で
急
患
の
診
療
に
当

た
り
、市
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
る
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

地
元
の
都
筑
区
、泉
区
医
師
会
長
で
、同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
理
事
を

務
め
る
水
野
恭一、嶽
間
沢
昌
和
の
両
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

医 療 クロ ー ズ アップ

夜
間
の
診
療
で
困
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

水
野　

最
近
は
身
勝
手
な
患
者
や

家
族
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。こ
ち
ら
は一
生
懸
命
診
療
を

し
て
い
る
の
に「
い
つ
ま
で
待
た
せ
る

ん
だ
」「
う
ち
の
子
を
先
に
診
ろ
」

な
ど
と
騒
ぎ
出
す
。困
っ
た
こ
と
で

す
。

嶽
間
沢　

学
校
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
な
ら

ぬ
、モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
で
す

よ
ね
。夜
間
も
診
療
し
て
い
る
医

者
に
感
謝
し
ろ
、と
ま
で
は
言
い
ま

せ
ん
が
、も
っ
と
こ
ち
ら
の
身
に
な
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を

受
診
す
る
際
の
注
意
を
。

水
野　

保
険
証
を
忘
れ
ず
に
。薬

を
服
用
し
て
い
る
場
合
は
、「
お
薬

手
帳
」も
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

嶽
間
沢　

小
さ
い
お
子
さ
ん
に
多

い
ケ
ー
ス
で
す
が
、早
く
か
ら
具
合

が
悪
い
よ
う
で
し
た
ら
、ぜ
ひ
昼
間

の
う
ち
に
受
診
を
。夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
へ
の
来
所
は「
や
む
え
を
得
な

い
場
合
」と
考
え
て
下
さ
い
。

８
ペ
ー
ジ
に
案
内
図
を
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。



最新医療情報

ワ
ク
チ
ン
は

あ
り
ま
す
か
。

修
理　
「
新
型
」の
名
の
通
り
、

今
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
た

め
発
生
し
て
い
な
い
現
時
点
で

は
、ワ
ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
は
、発
生
後
に
、そ
の
ウ
イ

ル
ス
を
も
と
に
ワ
ク
チ
ン
の
製

造
を
始
め
ま
す
。従
っ
て
、時
間

的
に
第
一
次
の
流
行
期
に
は
間

に
合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、国
は
国
外
で
の
発
生

が
確
認
さ
れ
た
後
に
、予
防
的

な
意
味
で
プ
レ
パン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
は
今
流
行
し

て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
株

を
基
に
し
て
作
っ
た
ワ
ク
チ
ン
で

あ
り
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

効
果
が
あ
る
か
は
不
明
で
す
。

国
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
の
タ

ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
の
備
蓄
を
進
め

て
い
ま
す
。こ
の
狙
い
は
何
で
す
か
。

修
理　

前
述
の
よ
う
に
、現
時

点
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、感
染
や
流

行
を
防
ぐ
有
効
な
手
だ
て
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、今
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
治
療
に
効
果
の
あ
る
タ
ミ
フ
ル

や
リ
レ
ン
ザ
な
ら
、「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
あ
る
程
度
、有

効
か
も
し
れ
な
い
」と
の
想
定
の

下
で
、備
蓄
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

タ
ミ
フ
ル
は
２
５
０
０
万
人
、

リ
レ
ン
ザ
は
１
３
５
万
人
分
の
備

蓄
を
既
に
終
え
、今
後
さ
ら
に

備
蓄
量
を
増
や
す
方
針
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
な
い
と
な
る
と
、一般
市

民
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
ど

の
よ
う
に
身
を
守
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

修
理　

不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
て
、多
数
の
人
と
の
接
触

を
避
け
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

機
会
を
減
ら
す
こ
と
。
ま
ず
、

そ
れ
が
最
も
大
切
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
栄
養
と
睡
眠
を
十
分

に
と
っ
て
、体
力
や
抵
抗
力
を

高
め
る
こ
と
や
外
か
ら
帰
っ
た

後
の
手
洗
い
や
う
が
い
の
励

行
。こ
れ
ら
も
感
染
防
止
の
上

で
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
と
も
う
一つ
、”咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
“を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
？

そ
れ
は
何
で
す
か
。

修
理　

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

時
は
、マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
口
と
鼻
を
覆
い
、顔
を
人
に

向
け
な
い
。
使
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
フ
タ
付
き
の
ご
み
箱

に
捨
て
、手
を
洗
う
…
。こ
う

し
た
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、ウ
イ

ル
ス
を
周
囲
に
ま
き
散
ら
さ
な

い
こ
と
が
、手
軽
に
で
き
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

て
、と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

横
浜
市
が
進
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

修
理　

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、医
療
に
関
係
し
た
も
の
で

は
、「
発
熱
外
来
」と「
発
熱
相

談
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。

　

発
熱
外
来
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
疑
い
の
あ

る
患
者
を
対
象
と
し
た
専
門

外
来
で
、感
染
者
の
早
期
発
見

と
、そ
れ
に
よ
る
感
染
被
害
の

拡
大
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今
の
と
こ
ろ
、市
内
９
カ
所

に
あ
る
地
域
中
核
病
院
と
、ほ

か
に
各
区
に
１
カ
所
ず
つ
開
設

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
す
る
と
、市
民
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
や
相
談
が
殺
到
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
の
電
話
に

よ
る
専
門
の
窓
口
が
、発
熱
相

談
セ
ン
タ
ー
で
す
。相
談
セ
ン
タ

ー
は
、病
院
な
ど
で
は
な
く
、保

健
所
な
ど
行
政
機
関
内
に
開

設
す
る
予
定
で
す
。

各
家
庭
に
食
料
品
や
水
、医
薬
品
な
ど

の
備
蓄
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
ね
。

修
理　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
は
、８
週
間
程
度
続
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
間
は
感

染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
極
力
、

外
出
を
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
こ
で
、最
低
２
週
間
は
外

出
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
、そ

の
分
の
食
料
品（
米
・
乾
麺
・
缶

詰
な
ど
）や
飲
料
水（
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
）、日
用
品（
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パー・
紙
お
む
つ
な
ど
）、

医
薬
品（
マ
ス
ク
・
体
温
計
・
常

備
薬
な
ど
）と
い
っ
た
生
活
必

需
品
の
備
蓄
を
ぜ
ひ
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
、正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
、今
か
ら
し

っ
か
り
と
備
え
を
固
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

日ごろから感染対策を
心がけましょう。

＜全ての感染症対策の基本です！＞

● 十分な栄養と睡眠をとり、体力や
　抵抗力を高める。 
● 外から帰ったときには手を洗い、
　うがいをする。 
● “咳エチケット”を心がける。外出
　するときはマスクをする。 
̶̶̶̶咳エチケットとは̶̶̶̶ 
● 咳やくしゃみをするときは鼻と口
　をティッシュなどで覆う。 
● 使用したティッシュはすぐにフタ
　付のゴミ箱に捨て、手を洗う。 
● 症状のある人はマスクを正しく着
　用する（健康な人がマスクをしても、
　ウイルスの吸入を完全に防げるわけ
　ではないことに注意が必要です）。 

横浜市健康福祉局作成リーフレットより

通常・鳥・新型インフルエンザの症状
鳥

インフルエンザ

（Ｈ５Ｎ１）

非常に弱い

通常の
インフルエンザ

ソ連型（Ｈ１Ｎ１）
香港型（Ｈ３Ｎ２）

強い

新型
インフルエンザ

不明
（Ｈ５Ｎ１？）

発熱・重症肺炎
全身症状

発熱・鼻水・咳
のどの痛み・筋肉痛

原因
ウイルス

感染力

主な症状

強い

発熱、咳、肺炎？

日ごろから、一人ひとりが感染対策
を習慣づけておきましょう。

不特定多数の人が集まる場所への
外出を控えましょう。

不
要
不
急
の

不
要
不
急
の

外
出
外
出
をを
控
え
て
、

控
え
て
、

感
染
防
止
を

感
染
防
止
を

不
要
不
急
の

外
出
を
控
え
て
、

感
染
防
止
を



　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。ひ
と
た
び
発
生

す
れ
ば
、誰
も
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
、世
界
的
な
大
流
行（
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
）が
起
き
、多
数
の
死
者
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。国
や
自
治
体

な
ど
は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
、被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
の
対
策
を
急
い
で
い
ま
す
。そ
こ
で
、横
浜
市
健
康
福
祉
局
健
康

安
全
部
の
担
当
部
長・修
理 

淳
先
生
に
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
方
法
や
横
浜
市
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

最 新 医 療 情 報最 新 医 療 情 報最 新 医 療 情 報

すッなめ安る

発
生
は
近
い！

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

世
界
的
に
大
流
行
の
恐
れ
も
正
し
い
知
識
持
ち
、

今
か
ら
備
え
を

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、ど
の

よ
う
な
病
気
で
す
か
。

修
理　

も
と
も
と
は
人
に
は
感

染
し
な
い
動
物
、特
に
鳥
類
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に

感
染
す
る
よ
う
変
異
し
て
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

過
程
で
、人
か
ら
人
へ
の
感
染
が

始
ま
る
。こ
れ
を
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

発
生
が
間
近
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

修
理　

近
年
、中
国
を
含
む
東

南
ア
ジ
ア
で
、「
Ｈ
５
Ｎ
１
」な

ど
の
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、

人
に
も
感
染
し
て
多
く
の
死

者
が
出
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、今
は
ま
だ
鳥
か
ら
人

へ
の
感
染
は
限
定
的
で
す
が
、こ

の
Ｈ
５
Ｎ
１
な
ど
の
タ
イ
プ
の
ウ

イ
ル
ス
が
い
つ
変
異
し
て
、新
し

い
も
の
に
変
わ
り
、人
か
ら
人
へ

感
染
す
る
よ
う
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

諸
般
の
状
況
か
ら
、「
そ
の
時

期
は
遠
く
は
な
い
」と
の
見
方
で

専
門
家
の
意
見
は
一
致
し
て
お

り
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

も
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
備
え
た
対
策
を
急
ぐ
よ
う

各
国
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

も
し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
と
、ど
う
な
り
ま
す
か
。

修
理　

今
は
交
通
手
段
が
発

達
し
、多
く
の
人
が
世
界
中
を

自
由
に
行
き
来
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
免
疫
を
誰
も
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、ひ
と
た
び
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る

と
、短
期
間
の
う
ち
に
人
か
ら

人
へ
と
感
染
の
輪
が
広
が

り
、
”パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
“と
呼
ば
れ

る
世
界
的
大
流
行
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、過
去
に
も
大
正
７

年
の
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
は
じ
め
、ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ（
昭
和
32
年
）、香
港
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ（
同
43
年
）な
ど
、新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
き
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
、世
界
で
約
４
０
０
０
万
人
、

国
内
で
も
39
万
人
が
死
亡
し

た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
こ
う
し
た
過
去
の
事
例

を
参
考
に
、国
民
の
25
％
が
感
染

す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
も
、市
民
の
25
％
が

感
染
す
る
と
の
想
定
の
下
、新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備

え
た
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る

と
、ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
で

し
ょ
う
か
。

修
理　

ま
だ
発
生
し
て
い
な
い

の
で
、症
状
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
は
、正
直
な
と
こ
ろ
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、従
来
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

し
た
人
の
症
例
か
ら
類
推
し

て
、高
熱
や
咳
、筋
肉
・
関
節
痛

な
ど
の
全
身
症
状
、さ
ら
に
重

症
の
場
合
は
、肺
炎
や
多
臓
器

不
全
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

修理　淳 先生

横浜市健康福祉局健康安全部
担当部長
しゅうり じゅん

20世紀の新型インフルエンザの
世界的大流行（パンデミック）
1918年
（大正７年）

スペインインフルエンザ（Ｈ１Ｎ１型）
約4,000万人死亡（日本で39万人死亡）

1957年
（昭和32年）

アジアインフルエンザ（Ｈ２Ｎ２型）
約200万人死亡

1968年
（昭和43年）

香港インフルエンザ（Ｈ３Ｎ２型）
約100万人死亡

20XX年？ 次のインフルエンザ発生（Ｈ５Ｎ１）？

「
市
民
の

「
市
民
の
2525
％
が
感
染
」

％
が
感
染
」

「
市
民
の
25
％
が
感
染
」


